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妊産婦の健康課題解決に向けた子育て世代地域包括ケアシステム構築のための実証研究 
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［要約］妊娠中から産後に特異的な腰痛や尿失禁等症状の予防・改善を図るとともに、産婦人科、整

形外科等の医療機関と連携して、地域における妊産婦ケアのための支援体制を構築・拡充するため、

妊産婦指導教室を開催し、症状の把握と運動や動作方法を中心とした指導を行った。妊娠中から身体

機能は影響を受け、骨盤底症状や腰痛等発生リスクが明らかとなった。妊娠中から産後において、時

期や症状に即した運動指導のニーズは非常に高いものであるが、指導実施場所や形態について工夫・

検討が必要である。医療および地域における妊産婦支援体制のさらなる強化とケアの拡充を継続して

いく。 
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１．研究の背景 

妊娠中は、腹部の突出に起因して身体重心位置

が変化することによる姿勢の変化や、内分泌系の

変化に伴う骨盤周囲の靭帯の弛緩性増大により、

妊娠後50％以上の女性が腰背部痛を経験すると報

告されており１）、産後もその影響が継続し、さ

らに育児関連動作による身体的負荷が組み合わさ

ることで症状が増悪するリスクが高まる。また、

妊娠・出産により骨盤底筋群への負荷が増大し脆

弱化することで、尿失禁や骨盤臓器脱といった骨

盤底機能障害も高頻度に生じ２）、切実な問題と

なっている。これらの妊産婦特有の運動器障害に

対しては運動指導が有効であり、特に骨盤底機能

障害に対する骨盤底筋体操は、推奨グレードAと

してエビデンスが確立されており、妊娠中から産

後まで専門家の指導の下、継続的に運動を実施す

ることで障害の予防および改善効果が認められて

いる3） 

しかし本邦の現状としては、厚生労働省の報告

によると、妊産婦への全保健指導のうち運動指導

は6.6％（2021年）と推計されており4）、妊娠中

や産後における運動指導の普及率は低い。医療機

関での運動指導の機会としてリハビリテーション

の場面が想定されるが、有症状者が医療機関を受

診した場合でも、リハビリテーション対象疾患と

して診断されなければ、運動指導を受ける機会を

得ることができないといった問題も生じている。

2017年より子育て世代地域包括支援センターが法

定化され、妊娠期から子育て期にわたり切れ目の

ない支援が求められる現状において、妊産婦のケ

アの充実化や、医療と地域での連携の拡充が急務

である。 

 

２．目的 

本研究の目的は、妊娠中から産後の身体的変化

に起因する筋骨格系機能の変化の実態を捉え、腰

痛や尿失禁等の特異的症状の実際について明らか

にすることと、運動指導を実施することで症状の

予防・改善を図り効果を示し、妊産婦ケアのため

のプログラムの確立・マニュアル化を目指すこと

であった。 

さらに、産婦人科、整形外科等の医療機関およ

び自治体等と連携して地域における妊産婦ケアの

ための支援体制を構築し、「妊産婦指導教室」の

事業化モデルとすること、また、対象者の参加状

況を把握し、ニーズを明らかにするとともに支援

の方法を検討することとした。 

 

３．方法 

地域在住妊産婦の身体状況の把握とニーズに即

した指導プロトコルの検討を行った。対象は、経

過に問題のない妊娠20週以降の女性および産後1

か月以降の女性12名であった。2022年12月から

2024年1月までの間に、妊娠中と産後それぞれの

対象者に向けた指導教室を開催し、身体機能に関

する評価および質問紙調査を実施し、妊娠中と産

後の身体状況に即した運動指導を実施した。2022

年度は集団指導、2023年度は個別指導を行った。 



 

 

また、地域における産婦人科及び整形外科を有

する医療機関、自治体との連携を図るため、対象

者のリクルートや施設間での患者紹介等について

各施設との調整を行うとともに、医療機関におけ

る運動療法による産前産後介入の拡充を図った。 

 

（１）質問紙調査 

 尿失禁症状・QOL評価質問票（ICIQ-SF）、骨盤

底困窮度質問票（J-PFDI20）、腰痛特異的質問票

（RDQ）、身体症状スケール（SSS-8）、指導教室

に関するアンケートについて自筆による記述方式

にて回答を得た。 

 各質問票での回答における関連については、

IBM SPSS Statistics27（IBM社製）を用いて、

Shapiro-wilk検定により正規性の確認を行った

後、Spearmanの順位相関係数にて解析を行った。

有意水準は5％とした。 

 

（２）骨盤底機能評価 

参加者のうち個別指導を実施した4名（妊婦3

名，産後女性1名）に対し、超音波画像診断装置

ALOKA Noblus（HITACHI製）およびコンベックス

プローブを用いて、先行研究5）に準拠しプローブ

を臍から約10㎝下部に水平面に対し頭側へ傾斜さ

せてあてることにより、膀胱および骨盤底部の画

像を捉えた。股関節・膝関節屈曲、骨盤中間位の

背臥位にて、安静時（「お腹の力を抜いて通常の

呼吸を続ける」ように口頭指示）、骨盤底筋収縮

時（「膣や肛門をしめて頭の方に引き上げるよう

に力を入れる」ように口頭指示）、において行っ

た。対象者はそれぞれ複数回指示通り実行し、課

題を十分に理解したことを研究者が確認したうえ

で計測を行った。 

撮影した画像より、安静時および骨盤底筋群収

縮時における腹壁から膀胱底までの距離を算出し

た（図1）。 

 

（３）運動指導 

 集団指導では、骨盤底筋群、腹筋群の機能およ

びトレーニング、姿勢・動作に関する教育的指導

を実技を交えて行った。個別指導ではこれらの内

容をもとに、個別的症状や身体機能の変化に即し

た指導を行った。集団指導、個別指導いずれも所

要時間30～40分程度にて実施した。 

 

４．結果 

（１）対象者情報 

 参加者は妊婦7名（妊娠22-34週）、産後女性5

名（産後1か月-10年）であった。そのうち、妊婦

4名と産後女性4名に対する運動指導は集団指導、

妊婦3名と産後女性1名に対しては個別指導の形式

にて実施した。また産後10年経過している参加者

については、妊娠・出産以外の影響を考慮し、解

析からは除外した。解析対象者の年齢は32.9±

4.6歳であった。 

 

（２）身体状況 

身体状況に関する質問票の結果について表1に

示した。 

ICIQ-SFでは、妊婦7名中4名は0/21点で尿失禁

症状はなしと回答したが、3名は9/21点以上とな

っていた。産後女性は4名中2名が0点、2名は4/21

点以上であった。J-PFDI20では、全参加者が3つ

の項目いずれかで症状ありと回答した。RDQ-24で

は、妊婦7名中4名は0/24点で、腰痛により日常生

活が障害される項目がなかった。SSS-8では全参

加者が何らかの身体的症状に悩まされていると回

答した。 

今回実施した身体状況に関する質問票調査のす

べてにおいて、産後女性よりも妊婦で平均点数が

高い結果となった。 

 

各質問票の回答においては、ICIQ-SFとRDQ間

（p＝0.062，r=0.578）以外全ての得点間に有意

な正の相関が認められた（図2）。  

図1 経腹超音波画像による 

  骨盤底筋群の筋活動評価 

安静時 収縮時 

表1 身体状況に関する各質問票の結果 

   産前(n=7) 産後(n=4) 

ICIQ-SF(/21点) 5.0±5.9 2.5±2.6 

J-PFDI20 

臓器脱6項目の合計 

排便8項目の合計 

排尿6項目の合計 

合計スコア（0～300） 

 

4.0±2.3 

4.7±4.7 

4.4±4.2 

49.9±36.9 

 

1.0±1.0 

1.5±1.7 

4.0±4.0 

25.5±15.2 

RDQ-24（/24点） 4.1±5.3 2.3±2.9 

SSS-8（/32点） 8.6±8.6 7.3±4.0 

 



 

 

 

（３）骨盤底機能 

個別指導を実施した参加者4名における、超音

波画像診断装置を用いた骨盤底筋群収縮時の骨盤

底変化量および変化率の計測結果について、表２

に示した。値は3回行った計測結果の平均値±標

準偏差を示している。被験者間，被験者内ともに

ばらつきが大きい結果となった。 

 

（４）指導教室参加に関するアンケート 

教室参加後に実施したアンケートには11名中10

名が回答した。回答者の全員が、「教室に参加し

てどうであったか」の設問に対しては、「よかっ

た」、「期待通りの内容であったか」、「今回の

教室の内容を日常生活でも続けてみたいと思った

か」、の設問に対しては「そう思う」と回答し

た。「教室に参加して特によかったこと」とし

て、7名が「自分でできる対策や運動について知

ることができた」と回答した。 

 

（５）医療機関における受診状況 

 協力機関の産婦人科より、運動器に関連した症

状のため紹介によって整形外科を受診したのは、

妊婦3名、産後女性2名であった（2022年4月～

2023年12月）。紹介はなく直接協力機関の整形外

科を受診したのは、妊婦6名、産後女性22名であ

った。受診時の症状は、頚部痛、腰背部痛、骨盤

帯痛（恥骨痛、尾骨痛）が妊婦、産後女性に共通

して多かった。産前産後で異なる症状としては、

妊婦では下肢痛、産後女性では手関節痛や手・手

指のこわばりが発生していた。整形外科受診者の

うちリハビリテーションが処方され、運動療法を

実施したのは妊婦4名、産後女性21名であった。 

 

５．考察 

質問紙調査では、妊娠中から産後に発生する頻

度の高い症状として、排尿・排便状況を含む骨盤

底機能、腰痛、さらに身体症状による負担感に関

連した質問票を用いた。いずれも広く使用され、

信頼性の高いものである。全ての質問票において

妊婦の方が産後女性よりも点数が高く、それぞれ

の症状において重症度が高くなっていたことか

ら、妊娠期より身体機能に大きく影響が生じてい

ることがうかがえた。各質問票の回答間において

は、ICIQ-SFとRDQ間以外で有意な正の相関を示

し、妊娠中から産後にかけて何らかの症状を有し

ている場合、同時に複数の症状が発生している可

能性が高いことがわかった。SSS-8に関しては、

運動器の疼痛との関連が高いことが報告されてお

り6)、本研究においても同様の傾向が認められ

た。 

 超音波画像より得られた骨盤底筋群収縮時の骨

盤底挙上率について、先行研究では日本人の値と

して、20～45歳の健常成人女性では12.7～

17.7%7）、健常未経産女性では16.7%であったと報

告されており、これらと比較すると本研究におけ

る妊婦、産後女性いずれも骨盤底筋群収縮力が低

下していると考えられる。骨盤底筋群は腹横筋と

の共同収縮により腹腔内圧を高め、体幹や骨盤帯

表2 骨盤底筋群収縮時の骨盤底変化量・変化率 

   腹壁から膀胱底の距離の変化 

変化量[mm]      変化率[%] 

（安静時-収縮時） （変化量/安静時*100） 

妊婦１ 2.1±1.9 2.9±2.6 

妊婦２ 3.8±1.5 5.5±1.7 

妊婦３ 5.0±0.4 5.8±0.4 

産後女性 4.8±0.7 9.8±1.5 
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図2 ICIQ-SF, J-PFDI20, RDQ, SSS-8における相関 



 

 

の安定性に作用するが、妊娠・出産における収縮

力の低下により安定化作用に影響を及ぼし、骨盤

底症状だけでなく腰痛症状を引き起こしているこ

とが示唆される。 

 本研究で実施した妊産婦に対する指導につい

て、実施後のアンケート回答よりニーズは非常に

高く、特に時期や症状に即した適切な運動指導に

関する重要性が高いことが示された。この点に関

しては、整形外科協力機関の受診件数、特に紹介

以外での受診件数が増加していることからも明ら

かである。一方で、当初想定していたよりも指導

教室への参加者数は少なく、また単回での指導実

施となった点については、リクルート環境と参加

場所が異なることや、昨今のデジタル化に伴う対

面参加形態などに課題があり、検討の必要がある

と考える。医療における体制の拡充や自治体での

妊産婦への運動指導プログラムの構築など、医療

機関や自治体とのさらなる連携強化を図る。 

 

６．結論 

 妊産婦における身体機能の変化とそれに伴い発

生する症状を把握し、時期や症状に即した運動指

導を行った。妊娠中から身体機能は影響を受け、

腰痛や骨盤底機能障害などこの時期に特異的な健

康問題が生じることが明らかとなり、運動指導に

対するニーズが非常に高いことが示された。医療

と地域とのさらなる連携を図り、妊産婦支援体制

を拡充していく必要がある。 

 

７．到達度 

 当初想定よりも参加者が少なく、妊娠中から産

後にかけての継続的介入による経時的効果検証が

困難であったが、妊産婦の特異的症状と身体機能

の実態を把握し、運動指導を行うことができた。 
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１）須永康代．事例報告 ウィメンズヘルス（産

前産後）のチーム．第58回日本理学療法学術研

修大会，2023.5.27 

２）須永康代．妊娠期・産後の機能障害に対する

予防理学療法の可能性．第10回日本予防理学療

法学会学術大会 シンポジウム，2023.10.28 

 

10．本研究と関係する獲得した外部資金 

１）日本学術振興会 科学研究費助成事業 

基盤研究（Ｃ）産後の姿勢制御因子の動態

に関与する腹筋群における質的・機能的変

化の実態解明，2023-2025年度 


